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Abstract
　 Bronze He is originated in the state of Ju and Qi of the Yi-Shu-Zi River Basin in the late Western 
Zhou Dynasty.  The distribution of the bronze He had already spread outward at the initial stage of the 
Spring and Autumn Period. However, it was in the early Spring and Autumn Period, when the bronze He 
expanded its distribution to cover vast area.  The area covers Haidai region, Central Plains and Shanxi 
Fen River area, Jianghuai area, Beijing, Hebei, Shaanxi and Gansu.  This was the time when bronze He, 
the foreign origin ware for the most of the area, became one of the basic burial goods which composes 
a particular set to fulfill the burial ritual in the Central Plain.  Bronze He can be divided into four types 
from the difference of the number of its foot and its shapes.  Type A (Flat bottomed) was popular in 
most of the areas during the initial and early Spring and Autumn Period.  However, each region starts 
to use different types of the bronze He when it comes to the middle and late Spring and Autumn Period.  
In these periods, type A (Flat bottomed) was still popular in the Haidai region, while type Bba (Ring-
footed), type Cbb (three or four legged), was each used in the state of Jin (Bba), San Jin (Bba), and 
Zheng (Cbb).  Type Bbc (Ring-footed) and type Cdb (High legged) were popular in the state of Yan.  The 
changes observed in the distributions of bronze He types are clearly reflecting the interaction and their 
relationships among the different regional  groups in the ancient times.
　 The changes observed in the various archaeological evidences from the late Neolithic period to the 
Eastern Zhou dynasty indicates the long-term inter-regional relationship, which gradually moved toward 
the formation of an early-dynasties in China.  The discussion over the bronze He in this paper can 
therefore be considered as one of an attempt to understand the spatiotemporal dynamics of the history.






























































Ⅰ式　直口。棗陽郭家廟 2002GM17: 11（図 1：6）12）。




Ⅰ式　深腹，環耳。淅川下寺 1978M3: 28（図 1: 8）14）。
Ⅱ式　腹部は浅くなる。環耳。臨猗程村 1987M1023: 4（図 1: 9）15）。
Ⅲ式　Ⅳ式　腹部はさらに浅くなる。銜（くつわ形）環耳。荊州熊家塚 2006PM16: 19（図 1: 10）16）。
　Aab型　器体長軸の両端に円鈕が付く。口部，腹部の違いにより 3式に分ける。
Ⅰ式　口部外傾，口縁外反。口縁の傾きはやや大きい。口部，腹部の俯瞰形は楕円形。長径 /短径
比は小さい。口径は腹径より小さく，口径 /腹径比は小さい。深腹。臨淄東古城 1984M1: 9（図 1: 
11）17）。
Ⅱ式　口縁の傾きは小さくなる。口部，腹部の俯瞰形は楕円形。腹部は浅くなる。海陽嘴子前
1985M2: 20（図 1: 12）18）。
Ⅲ式　口縁の傾きはさらに小さくなる。口部，腹部の俯瞰形は長楕円形。口径/腹径比は大きくなり，









1994M4: 132（図 1: 15）21）。
Ⅲ式　口縁の傾きはさらに小さくなる。口部，腹部の俯瞰形は長楕円形。口径/腹径比は大きくなり，






















下腹部は緩やかに収束して平底となる。蓋はない。峰城徐楼 2009M1: 11（図 1: 22）28），当陽金家山
1984M247: 2（図 1: 23）29）。
Ⅱ式　口部内傾。口部，腹部の俯瞰形は長楕円形。腹部の最大径はさらに上部に移動。下腹部は急
に収束して小平底につながる。蓋はないものとあるものがある。有蓋のものは環鈕を付け，頂部は
隆起する。長治分水嶺 1972M270: 17（図 1: 24）30），滕州薛故城尤楼 1978M6: 2（図 1: 25）31）。
Ⅲ式　口部内傾。鼓腹。口部の最大径は上部に位置する。口部，腹部の俯瞰形は隅円長方形。蓋は
環鈕が付き，頂部は隆起する。臨淄相家荘 1996M6X: 5（図 1: 26）32），臨淄東夏荘 1984M6P13X22: 1
（図 1: 27）33）。
Ⅳ式　形態はⅢ式に近い。腹部はやや深くなり，蓋は環鈕が付き，頂部は平頂または隆起する。臨







が付き，頂部は隆起する。新泰周家荘 2003M3：5（図 1: 30）37）。
Ⅱ式　環耳。口部，腹部の俯瞰形は隅円長方形。腹部の最大径は口部に近づく。腹下部は底部の近
くで急に収束して平底となる。底部は「仮圏足」のように見える。蓋の頂部は隆起し，蓋上に円環
鈕が付く。長島王溝 1973M1: 4（図 1: 31）38）。
Ⅲ式　環耳。口部，腹部の俯瞰形は隅円長方形。腹下部は急に収束する。「仮圏足」はⅡ式より高






















1987M1002: 5（図 1: 37）45）。
Ⅴ式　口縁の傾きはさらに小さくなる。頸部はすぼまる。双環耳は頸部と腹部の間に位置する。口
部，腹部の俯瞰形は長楕円形。長径 /短径比はⅣ式より大きくなる。頸部，腹部，圏足，耳の多く
は紋様で満たされる。太原金勝村 1988M251: 533（図 1: 38）46）。
Ⅵ式　口縁の傾きはさらに小さくなる。頸部はすぼまる。口部，腹部の俯瞰形は長楕円形あるいは
隅円長方形。長径 /短径比はさらに大きくなる。頸部，腹部の紋様は繁縟。新絳柳泉 1979M302: 17（図
1: 39）47）。
　Bbb型　口縁外反。圏足は高い。蓋には環鈕が付く。臨淄磁村 1977M02: 3（図 1: 40）48）。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































内側にくぼむ特徴をもつ。低い蹄足が付く。滕州薛故城出土（図 1: 42）50），谷城新店 1977M（図 1: 
43）51）。
Ⅱ式　口部，腹部の俯瞰形は長楕円形。長径 /短径比はⅠ式より大きくなる。蓋には環鈕が付き，







資料として青州楊姑橋 1972SQY: 5（図 1: 45）53）。
Ⅱ式　口縁の傾きは小さくなり，腹部は浅くなる。腹部の最大径は腹中部にある。口部，腹部の俯




として上掲の青州楊姑橋 1972SQY: 5（図 1: 45）。
Ⅱ式　いまのところ当該型式の実物資料は欠如。
Ⅲ式　口縁の傾きは小さい。腹部の最大径は上部に移動する。口部，腹部の俯瞰形は長楕円形。蓋




式の実物資料は欠如。参考資料として洛陽西工区 2005M8759: 8（図 1: 48）56）。
Ⅱ式　口縁の傾きは小さくなる。蹄足の装飾は繁縟で，腹下部に付く。新鄭李家楼 1923M: p126（図
1: 49）57），新鄭鉄嶺 2011M1405: 3（図 1: 50）58）。
Ⅲ式　蹄足は腹中部に付く。新鄭鄭韓路 2004M6: 3（図 1: 51）59）。
　Cbbb型　蹄足が付き，鈕蓋をもつ。口縁部の違いから 2式に分ける。
Ⅰ式　口縁の傾きはやや大きい。いまのところ当該型式の実物資料は欠如。参考資料として上掲の
洛陽西工区 2005M8759: 8（図 1: 48）。
Ⅱ式　口縁の傾きは小さい。洛陽玻璃廠 1966M439: 5（図 1: 52）60）。
　Cbc型　直口ないし口部内傾。口縁部としてのつくりはない。低い蹄足が付く。洛陽西工区
2005M8830: 6（図 1: 53）61）。
　Cbd型　口部は受け口状。高い蹄足が付く。蓋の違いから下位の 2つの型に分ける。
　Cbda型　環鈕の蓋が付く。満城採石廠 1971M（図 1: 54）62）。
　Cbdb型　鳥獣鈕の蓋が付く。脚部の形態の特徴から 2式に分ける。
Ⅰ式　蹄足は腹下部に付く。易県燕下都 1964M31: 2（図 1: 55）63）。
Ⅱ式　蹄足は腹中部に付く。三河双村 1975M03（図 1: 56）64）。

































































































































































































































































































































　Aaaa型Ⅲ式［蓬莱柳格荘 1976M4: 55］　その腹部の紋様は洛陽中州路 1954M2415: 8の腹部の紋
様と特徴が同じである。洛陽中州路 1954M2415の年代は前 672～ 623年66）と考えられ，蓬莱柳格
荘 1976M4の年代もおおよそその前後と考えられる。
　Aaaa型Ⅳ式［臨淄劉家新村 2011M28: 31］　発掘簡報は墓の年代を春秋中期とする。当該墓出土
の青銅立耳折縁鼎M28: 4，青銅敦M28: 30，青銅盤M28: 26等はそれぞれ洛陽中州路 1954M2415（前
672～ 621年）出土の青銅鼎M2415: 4，青銅敦M2415: 7，青銅盤M2415: 9と特徴が一致するか近
似する。したがって年代は後者に近いと考えられるが，青銅䆠M2415: 8の形態が広口で蹄足付き
である。このことから，前者の年代は後者よりやや晩いことが推測できる。














　Aaac型Ⅱ式［臨猗程村 1987M1023: 4］　①当該墓出土の青銅敦M1023: 5は前 477～ 469年の宋
右師延敦70）に類似する。②当該墓出土の陶鬲M1023: 6は侯馬盟誓遺跡 K239出土の陶鬲［図二 : 
88］71）に類似する。侯馬盟誓遺跡の年代については，前 497～ 489年72），前 490～ 458年73），前 470








　Aab型Ⅱ式［海陽嘴子前 1985M2: 20］　当該墓出土の青銅立耳折縁鼎M2: 12，青銅敦M2: 30は
洛陽中州路 1954M2415出土の青銅立耳折縁鼎M2415: 4，青銅敦M2415: 7と特徴が同じである。
中州路M2415の年代は前 672～ 623年75）と考えられ，海陽嘴子前 1985M2の年代もそれに近いとい
える。
　Aab型Ⅲ式［洛陽西工区 2005M8832: 26］　①当該墓出土の青銅立耳折縁鼎M8832: 3は光山宝相
寺 1983MG2: A1に近い。後者の年代の下限は前 648年に楚が黄を滅ぼした時点より晩くはなく，
上限は前 680年前後と推定される76）。②青銅附耳子母口鼎M8832: 11は淅川下寺 1979M7: 6，7と
近似しており，後者は楚系青銅器第二期（前 680～ 600年）77）の青銅器である。③青銅簠M8832: 18
は前 680～ 667年の原仲簠に近い。以上のことから洛陽西工区 2005M8832の年代は前 680～ 600
年の間と推定することができる。
　Aba型Ⅰ式［滕州薛故城尤楼 1978M1: 1］　発掘簡報は当該墓を春秋早中期とする。同墓出土の
青銅立耳折縁鼎と前 672～ 623年の洛陽中州路 1954M2415の鼎78）の特徴は同じである。このほか
青銅簠M1: 76と前 680～ 667年の原仲簠の形態，紋様，大きさがいずれも近似する。したがって





同墓出土の青銅立耳折縁鼎，平底敦， などは前 672～ 623年の洛陽中州路 1954M241579）出土の鼎，
敦， と近く，年代も接近していると考えられる。
　Aba型Ⅲ式［聞喜上郭 1976M6: 4］　当該器の腹部の紋様は洛陽中州路の青銅敦 1954M2415: 7の
器蓋や青銅䆠M2415: 8腹部の紋様と特徴が同じである。また同墓出土の青銅鼎M6: 11は洛陽中州
路の青銅鼎 1954M2415: 4に近い。洛陽中州路 1954M2451の年代は前 672～ 623年80）であり，聞喜
上郭 1976M6の年代もまたこの間に位置すると考えられる。
　Abb型Ⅰ式　この型式についてはいまのところ実物資料や関連資料を欠如している。
　Abb型Ⅱ式［洛陽体育場路 2005M8836: 41］　①当該墓出土の青銅立耳折縁鼎M8836: 46，51は
光山宝相寺 1983MG2: A1，A2の青銅鼎に近い。宝相寺M1983の年代は前 680～ 648年81）の間にあ
る。②附耳子母口鼎M8836: 61は淅川下寺 1979M6，7に近い。下寺M7は楚系青銅器第二期（前
670～ 600年）82）に相当する。③青銅簠M8836: 44は前 680～ 667年の原仲簠83）に近い。④青銅盤





　Abb型 V式［臨沂鳳凰嶺 1982M: K35］　発掘報告は当該墓を春秋晩期とする。前 5世紀の前半
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と考えられる。
　Abc型Ⅰ式［峰城徐楼 2009M1: 11］　当該墓から多く出土している宋の共公（前 589～ 576年）
を作器者とする青銅鼎，青銅鋪等が参考になる。墓の年代もこの前後の春秋中期と考えられる。




出土した青銅敦は，宋右師延敦（前 477～ 469年）87）に類似し，また青銅簠が宋公 簠（前 517～
469年）88）あるいは蔡侯申簠（前 518～ 491年）89）に類似する。いずれも春秋晩期（前 530～ 453年）
に相当している。つぎに同じく AbcⅡ式の［滕州薛故城尤楼 1978M6: 2］については，発掘簡報は
春秋晩期とし，安徽寿県蔡昭侯（前 518～ 491年）墓に相当すると考えている。
　Abc型Ⅲ式［臨淄相家荘 1996M6X: 5］［臨淄東夏荘 1984M6P13X22: 1］　発掘報告はこの両墓の
年代を戦国早期としている。
　Abc型Ⅳ式［臨淄辛店 2010M2: 20］［臨淄趙家徐姚 2001M1: 2］［臨淄商王 1992M1: 93-2］　臨淄
辛店 2010M2については，発掘簡報が戦国早期とする。しかし本稿はこの年代はやや古すぎると
考える。その理由は，①同墓出土の青銅器のうち，青銅壺M2: Q17は江陵望山 1965M1: 2890）に
類似する。②青銅䉗M2: Q3は荊門包山 1986M2: 77に類似する。③青銅䆠M2: Q18は江陵望山
1965M1: 51および荊門包山 1986M2: 125に類似する。④上記 2基の楚墓は，出土した竹簡を根拠に，
江陵望山 1965M1が楚の威王期または懐王前期91）（前 340～ 312年），荊門包山 1986M2が前 316年92）
と考定され，いずれも戦国中期に相当する。したがって臨淄辛店 2010M2の年代は戦国中期と考え
られる。以上のほか，臨淄趙家徐姚 2001M1: 2については，その発掘簡報が戦国晩期とする。また


















　Bba型Ⅳ式［臨猗程村 1987M1002: 5］　当該墓出土の青銅敦M1002: 1は，宋右師延敦（前 477
43路国権・西江清高・渡部展也・金井サムエル
～ 469年）94）に近い。また青銅簠M1002: 21，40は宋公䤂簠（前 517～ 469年）95）および蔡侯申簠（前
518～ 491年）96）に近い。したがって墓の年代は春秋晩期と考えられる。
　Bba型Ⅴ式［太原金勝村 1988M251: 533］　当該墓の年代は前 433年前後と考えられており，戦
国早期に相当する97）。
　Bba型Ⅵ式［新絳柳泉 1979M302: 17］　発掘簡報は当該墓の年代として，「前 400年以前の戦国
早期に位置する」とするが，やや古く考えすぎているように思われる。同墓の出土品として，①陶
鼎M302: 1は腹部が浅く，太く短い蹄足をもち，襠部は低い。これは陝県后川 1957M2040: 72の青
銅鼎や輝県趙固 1951M1: 87陶鼎に近い。陝県后川 1957M2040と輝県趙固 1951M1の年代はいずれ
も戦国中期である98）。②原始瓷罐M302: 13は，淮陰高荘99）1978M1: 0151や麻城白骨墩100）1984M1: 
11の原始瓷罐に近い。これらの墓はいずれも戦国中期である。したがって，新絳柳泉 1973M302
の年代は戦国中期と考えるのが妥当である。
　Bbb型［淄博磁村 1977M02: 3］　当該器の腹部と蓋部の形態が Abb型Ⅳ式に近い。ただし圏
足を付加した特徴をもつ。当該墓出土の青銅鼎M02: 1および青銅平底墩M02: 2は，長清仙人台

























　Cbba型Ⅱ式［新鄭李家楼 1923M: p126］［新鄭鉄嶺 2011M1405: 3］　新鄭李家楼 1923M: p126に
ついては，同墓出土の王子嬰次炉が参考になる。王国維の考証によれば，同器は楚の令尹子重が前
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図 2　西周晩期分布図 図 3　春秋初期分布図





図 6　春秋晩期分布図 図 7　戦国早期分布図

































877～ 771年）108），第二期：春秋初期（およそ前 770～ 680年），第三期：春秋早期（およそ前 680
～ 600年），第四期：春秋中期（およそ前 600～ 530年），第五期：春秋晩期（およそ前 530～ 453年），
第六期：戦国早期（およそ前 453～ 370年），第七期：戦国中期（およそ前 370～ 280年），第八期：






























































































































































































































林巳奈夫 一型  深腹 一 A型  深腹，環鈕蓋
二型  浅腹 二 A型  三足
三型  深腹，長三足 三 A型  深腹，圈足
馬承源 平底 一  短め楕円体，口唇部をつくる
二  長め楕円体，口唇部をつくる
三  長め楕円体，口唇部をつくらない
圈足 四  短め楕円体，円足（圏足のことか）
五  長め楕円体，圏足








2类 蹄足 A型  平底に近い
B型  小平底で凸底に近い
斉耐心 甲类 平底 A型  単耳 Aa型 鼓腹，束頸，広口
Ab型 鼓腹，広口，束頸，腹部短辺両側
に小鈕








乙类  底部に四足 A型  鼓腹，丸底
B型  広口，腹部弧壁，腹部下方にやや内收











畢経緯 甲类 無足，平底 A型 単耳，広口，鼓腹，腹部片側に半環耳














付表２　省別・遺跡別の青銅 出土表 (型式欄のアラビア数字は出土点数 )
出土地点と編号 時期 型式・数量 高さ cm 口径 cm 底部（腹）径cm 資料出典
山東省
莒県西大荘 1996M1:14 西周晚期 AaaaⅠ 1 6.4 7.9× 8.8 6.2× 6.7 『考古』1999年 7期
莒南柳溝盧范大荘 1982M 西周晚期 AaaaⅠ 1 莒南博物館陳列
安丘東古廟 1994M:13 春秋初期 BaⅠ 1 8.3 9.3 『文物』2012年 7期
臨朐泉頭 1977M甲 :10 春秋初期 AaaaⅡ 1 9 9× 10 『文物』1983年 12期
臨沂沙旦子 1963M 春秋初期 AaaaⅡ 1 臨沂博物館陳列
臨淄東古城 1984M1:9 春秋初期 AabⅠ 1 8.5 8× 10.2 『考古』1988年 1期
沂水黄山鋪東河北 1982M 春秋初期 AaaaⅡ 1 8 10× 13.5 4× 6 『考古』1986年 8期
沂水黄山鋪東河北 1990M5:7 春秋初期 AabⅠ 1 7.5 8× 10 6× 8 『考古』1995年 4期
淄博南陽 1982M 春秋初期 AaaaⅡ 1 9 8.3× 10.5 6.4× 7.4 『考古』1986年 4期
莒南嶺泉墩后採 春秋早期 AabⅡ 1 莒南博物館陳列
長島大竹山島 1965M 春秋早期 AbbⅢ 1 7.8 12.2× 15.7 『文物』1992年 2期
海陽嘴子前 1978M1:62 春秋早期 AbbⅣ 1 11.8 腹 13.4× 19.2 『海陽嘴子前』
海陽嘴子前 1985M2:20 春秋早期 AabⅡ 1 7.6 9.1× 11.3
海陽嘴子前 1994M4:132 春秋早期 AbaⅡ 1 10.2
海陽嘴子前 2000M6:4 春秋早期 AbbⅢ 1 6.7 14.6
臨朐岳泉 1980採 :2 春秋早期 AabⅡ 1 8.7 『考古』1993年 9期
臨淄劉家新村 2011M28:31 春秋早期 AaaaⅣ 1 6.1 11.2 6.4 『考古』2013年 5期
蓬莱柳格荘 1976M4:55 春秋早期 AaaaⅢ 1 6 7.4× 9.8， 5.8× 6.5 『考古』1990年 9期
蓬莱柳格荘 1976M4:7 春秋早期 AaaaⅢ 1 7.5 8× 12
栖霞呂家埠 1982M1:11 春秋早期 AbbⅡ 1 7 8× 14 腹 12× 16 『考古』1988年 9期
栖霞呂家埠 1983M2:2 春秋早期 AaaaⅢ 1 7.5 9.5 腹 12
栖霞杏家荘 1976M3:2 春秋早期 AbbⅡ 1 7 8× 14 底 5,腹 12× 18『考古』1992年 1期
曲阜鲁故城 1977M201:7 春秋早期 AbbⅡ 1 『曲阜鲁国故城』
曲阜鲁故城 1977M202:4 春秋早期 AbbⅡ 1 7.2 12.2× 18.2
曲阜鲁故城 1977M203:8 春秋早期 AbaⅡ 1 7 9.7× 13.5
曲阜鲁故城 1977M305:1 春秋早期 Ac1 6.1 7.3× 9.2
日照趙家荘採 :1 春秋早期 Ac1 5.1 7.9× 9 『文物』1990年 6期
日照趙家荘採 :2 春秋早期 AbbⅡ 1 5.5 ?× 11.6
泰安王士店 1963採 :1 春秋早期 AbbⅢ 1 8.4 11.3× 14.5 7.6× 9 『考古与文物』2008年 5期
泰安王士店 1963採 :3 春秋早期 AbbⅢ 1 6.1 9.7× 12.9
郯城大埠二村 2002M1:4 春秋早期 AbbⅣ 1 11.8 12× 17.6 ?× 8.6 『海岱考古（四）』
滕州薛故城尤楼 1978M1:1 春秋早期 AbaⅠ 1 11.8 ?× 12 『考古学报』1991年 4期
五蓮留村 1980採 春秋早期 AaaaⅢ 1 11 18 『考古』1993年 9期
五蓮丹土 1981採 春秋早期 AabⅡ 1 8.9 『五蓮文物志』
沂水劉家店子 1978M1:99 春秋早期 AaaaⅢ 1 13.5 15.4× 18.8 『文物』1984年 9期
春秋戦国時代青銅 考56
沂水劉家店子 1978M1:？ 春秋早期 AaaaⅢ 1
棗荘薛城中北常 1987M 春秋早期 AbbⅡ 1 7.5 17.5× 18.2 『考古与文物』2002增刊
滕州荘里西採 春秋早期 AbbⅢ 1  『棗荘文物博覧』
鄒平大省村 1979M1 春秋早期 AbbⅢ 2 9月 10日 16.5-16.8 腹 17-18.9 『考古』1986年 7期
滕州薛故城出土 春秋早期 CaⅠ 1 山東省文物考古所陳列
青州楊姑橋 1972SQY:5 春秋早期 CbbⅠ 1 12 13.5× 25.2 『海岱考古（五）』
長清仙人台 1995M5:75等 春秋中期 CbaaⅡ 2 14.5 13.5× 18.6 『文物』1998年 9期
長清仙人台 1995M5:84 春秋中期 CaⅡ 1 6.5 6.6× 8.6
臨朐楊善 1963M 春秋中期 1 『文物』1972年 5期
臨朐岳泉 1980採 :3 春秋中期 AbbⅣ 1 7.5 『考古』1993年 9期
寿光達字留 1980採 春秋中期 AbbⅣ 1 10.5
滕州東康留 1999M51:8 春秋中期 AbbⅣ 1 6.1 12.3× 16.4 『文物』2013年 4期
滕州薛故城尤楼 1978M2:79 春秋中期 AbbⅢ 1 8.8 12.5× 15.5 『考古学�』1991年 4期
滕州薛故城尤楼 1978M4:4 春秋中期 1
峰城徐楼 2009M1:11 春秋中期 AbcⅠ 1 8.4 14.6× 16.8 『文物』2014年 1期
峰城徐楼 2009M2:21 春秋中期 AaaaⅤ 1 9.6 14.3× 19.2 腹 15.4× 20
淄博磁村 1977M01:3 春秋中期 AbbⅣ 1 11 腹 15.4× 20 『考古』1991年 6期
淄博磁村 1977M02:3 春秋中期 Bbb1 9.2 腹 9.7× 12.6
淄博磁村 1977M1:4 春秋中期 AbbⅣ 1 7 腹 12.2× 16.6
鄒平大省村 1979M7 春秋中期 AbbⅣ 1 9月 10日 16.5-16.8 腹 17-18.9 『考古』1986年 7期
沂水紀王崮 2012M1:45 春秋中期 AaaaⅤ 1 10.9 11× 15.3 5.9× 8.3 『沂水紀王崮春秋墓出土文物集萃』
沂水紀王崮 2012M1:47 春秋中期 AaaaⅤ 1 11.6 11.1× 16 6.5× 9.7
沂水紀王崮 2012M1:151 春秋中期 AbbⅣ 1 8.1 12.1× 17.5 6.3× 10.1
肥城王荘東焦 1993M 春秋晚期 AbdⅠ 1 12.4 8.8× 14.6 『考古』2003年 6期
莒南大店老龍腰 1975M1:19 春秋晚期 AbdⅡ 1 『考古学報』1978年 3期
莒南大店花園村 1975M2:13 春秋晚期 AbbⅤ 2 13.2 13.5× 17 腹 15× 18
莱蕪戴魚池 1984M:8 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.6 11× 15 『文物』1989年 2期
臨沂鳳凰嶺 1982M:K35 春秋晚期 AbbⅤ 1 9 18.8× 24.5 『臨沂鳳凰嶺東周墓』
臨沂鳳凰嶺 1982M:殉 4足下 4 春秋晚期 AbbⅤ 1 7.8 12.4× 17.08
曲阜鲁故城 1977M103:1 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.4 10.8× 12.5 『曲阜鲁国故城』
曲阜鲁故城 1977M115:6 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.8 10.5× 11.2
曲阜鲁故城 1977M116:1 春秋晚期 AbdⅡ 1 16.3 15× 17
曲阜鲁故城 1977M116:？ 春秋晚期 AbdⅡ 1
泗水尹家城 2000M5:9 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.4 12.8× 16 『海岱考古（二）』
泰安大汶口 1981採 春秋晚期 AbdⅠ 1 8 12.4× 14.6 6.6× 7.7 『考古』1987年 7期
泰安黄花嶺 1956採 春秋晚期 AbdⅠ 2 6.2 12× 13.5 『考古与文物』2000年 4期
泰安王士店 1963採 :2 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.7 11.8× 14 6.2× 7.5 『考古与文物』2008年 5期
滕州東康留 1999M124:3 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.7 12× 13.6 『文物』2013年 4期
滕州薛故城尤楼 1978M6:2 春秋晚期 AbcⅡ 1 14 13× 17 『考古学報』1991年 4期
滕州荘里西 1990M8:4 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.8 13.7 『文物』2002年 6期
滕州荘里西 1990M8:5 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.2 14.2
新泰郭家泉 1982M9:13 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.2 ?× 15.2 『考古学報』1989年 4期
新泰周家荘 2003M2:61 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.8 11.6× 13.6 『新泰周家荘東周墓地』
新泰周家荘 2003M2:62 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.7 11.9× 13.2
新泰周家荘 2003M3:5 春秋晚期 AbdⅠ 1 7 13.9× 11.9 8.1× 6.5
新泰周家荘 2003M3:34 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.3 13.2× 11.4 7.6× 6
新泰周家荘 2003M5:28，36 春秋晚期 AbdⅡ 1 16.4 17.6× 14 11.4× 8.6
新泰周家荘 2003M80:5 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.3 11.6× 13.7 6× 7.2
新泰周家荘 2003M80:8 春秋晚期 AbdⅠ 1
新泰周家荘 2003M11:12 春秋晚期 AbdⅠ 1 8 11.4× 14 6.6× 7.8
新泰周家荘 2003M11:13 春秋晚期 AbdⅠ 1
新泰周家荘 2003M25:5 春秋晚期 AbdⅠ 1 6.8 12.4× 12.6 6.4× 7.4
新泰周家荘 2003M37:10 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.2 11.7× 11.8 7.2× 8.4
新泰周家荘 2003M49:5 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.8 14 7.6
新泰周家荘 2003M50:20 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.3 12.8× 13.6 6.2× 7.5
新泰周家荘 2003M58:2 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.8 12.4× 14.3 6.5× 7.6
新泰周家荘 2003M58:3 春秋晚期 AbdⅠ 1 8.1 12.5× 14.4 6.9× 8
新泰周家荘 2003M10:3 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.5 12.6× 14 6.8× 10
新泰周家荘 2003M10:4 春秋晚期 AbdⅡ 1 8 12.4× 14.5 6.4× 8
新泰周家荘 2003M13:34 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.8 11.8× 13.6 6× 7.3
新泰周家荘 2003M13:35 春秋晚期 AbdⅡ 1
新泰周家荘 2003M18:14 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.9 11.7× 15.5 6.6× 8.1
新泰周家荘 2003M18:7，8 春秋晚期 Cbab1
新泰周家荘 2003M22:13 春秋晚期 CbaⅢ 1 8.4 12.8× 15.6
新泰周家荘 2003M22:14 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.8 11.2× 13.7 6× 6.9
新泰周家荘 2003M28:2 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.5 11.8× 13.6 6.7× 8.6
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新泰周家荘 2003M28:3 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.6 12× 14 6.4× 8.1
新泰周家荘 2003M32:4，3 春秋晚期 AbdⅡ 1 16 17.6 11.6
新泰周家荘 2003M35:49 春秋晚期 AbdⅡ 1 8 11.5× 14
新泰周家荘 2003M35:54 春秋晚期 AbdⅡ 1
新泰周家荘 2003M36:1，2 春秋晚期 AbdⅡ 1 12.9 12× 14.4 6.9× 8.4
新泰周家荘 2003M36:16，15 春秋晚期 AbdⅡ 1 13.4 11.8× 14.4 6.9× 8.4
新泰周家荘 2003M38:39，38 春秋晚期 CbabⅢ 1 12.6 13.6× 16.8
新泰周家荘 2003M48:21，22 春秋晚期 CbabⅢ 1 12 12.9× 15.9
新泰周家荘 2003M48:26 春秋晚期 AbdⅡ 1 7 11.2× 14.5 6.3× 7.7
新泰周家荘 2003M57:4 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.2 12× 13.6 6.2× 8.3
新泰周家荘 2003M59:18 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.8 12× 14.2 6× 7.5
新泰周家荘 2003M59:20 春秋晚期 AbbⅣ 1 7.2 13.4× 17.2
新泰周家荘 2003M61:8 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.4 12.3× 14.5 7.2× 8.8
新泰周家荘 2003M61:9 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.2 12× 14.9 7.2× 8.7
新泰周家荘 2003M62:5 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.8 11.8× 14.1 6.6× 7.8
新泰周家荘 2003M67:16 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.1 12.1× 14.4 7.4× 9.1
新泰周家荘 2003M67:12，11 春秋晚期 CbabⅢ 1 12.5 14
新泰周家荘 2003M68:24 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.7 12× 13.6 6.6× 8.1
新泰周家荘 2003M68:21 春秋晚期 AbdⅡ 1
新泰周家荘 2003M69:26 春秋晚期 AbdⅡ 1 7.9 11.9× 14.1 6.9× 8.1
新泰周家荘 2003M70:8 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.4 12× 14.9 8× 9.4
新泰周家荘 2003M72:11 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.1 11.5× 13.8 6.4× 8.2
新泰周家荘 2003M72:12 春秋晚期 AbdⅡ 1 8 12.3× 13.9 6.3× 8.4
新泰周家荘 2003M73:20 春秋晚期 AbdⅡ 1 8 11.7× 14.2 6.5× 7.8
陽谷景陽崗 1979M 春秋晚期 CbabⅢ 1 12 13.2× 16.2 『考古』1988年 1期
沂水诸葛略疃村 1983M 春秋晚期 CbabⅢ 1 13.5 14× 17 『文物』1983年 12期
臨淄高陽採 春秋晚期 CbbⅡ 1 10 15.1× 15.8 『山東淄博文物精粹』
淄川磁村採 春秋晚期 CbabⅢ 1 17.3 21
臨淄河崖頭 1964採 春秋晚期 D1 13 11× 11.6
鄒城鋼山 1980採 戦国早期 AbdⅡ 1 『考古学集刊（3）』
長島王溝 1973M1 戦国早期 AbdⅡ 1 12.5 『考古学報』1993年 1期
長島王溝 1973M2 戦国早期 1
済南左家窪 1985M1:10 戦国早期 AbbⅣ 1 10.85 13.6× 18 『考古』1995年 3期
莱蕪西上崮 1973採 戦国早期 AbdⅡ 1 10 14.6× 18 『文物』1990年 11期
嶗山夏荘安楽 1974M 戦国早期 AbdⅡ 1 16× 19.5 8.5× 10 『文物資料叢刊（5）』
臨淄東夏荘 1984M6P13× 22:1 戦国早期 AbcⅢ 1 6.2 9× 11.6 『臨淄斉墓（一）』
臨淄相家荘 1996M6× :5 戦国早期 AbcⅢ 1 14.4 15.8× 20 12× 15.5
臨淄相家荘 1996M6× :13 戦国早期 AbcⅢ 1 10.3 10.2× 12 7.6× 9.1
臨淄相家荘 1996M6:3 戦国早期 AbcⅢ 1
臨淄相家荘 1996M3P3:8 戦国早期 AbcⅢ 1 14 15× 20 12× 15
臨淄東申橋 1966採 :大 戦国早期 AbcⅢ 1 14 16.1× 20.3 『考古』1985年 4期
臨淄東申橋 1966採 :小 戦国早期 AbcⅢ 1 12.5 12.6× 15
平度东岳石 1960M16:35B 戦国早期 AbdⅡ 1 『考古』1962年 10期
淄博磁村 1977M03:3 戦国早期 1 『考古』1991年 6期
鄒平大省村 1979M3:1 戦国早期 AbdⅡ 1 16 腹 18.7 『考古』1986年 7期
長島王溝 1973M10:28 戦国中期 AbcⅣ 1 12.5 『考古学報』1993年 1期
長島王溝採 戦国中期 AbcⅣ 1 9.5
長清崗辛 1975M:7 戦国中期 AbdⅢ 1 16.5 19.5× 22 『考古』1980年 4期
臨淄東夏荘 1985M5:105 戦国中期 AbcⅣ 1 11.6 14× 16.8 12× 13.6 『臨淄斉墓（一）』
臨淄東夏荘 1985M5:97 戦国中期 AbcⅣ 1
臨淄辛店 2010M2:20 戦国中期 AbcⅣ 1 15.6 15.6× 20.4 『考古』2013年 1期
陽信城関西北 1988M:28 戦国中期 AbcⅣ 1 9.8 14.7× 16 『考古』1990年 3期
章丘女郎山 1990M1:37等 戦国中期 AbcⅣ 2 10 16 『済青高級公路（章丘工段）考古発掘報
告集』
章丘女郎山 1990M1:38等 戦国中期 AbcⅣ 2 13.2 17.2
臨淄城北 2002M3 戦国中期 AbdⅢ 1 9.35 14.4 『臨淄新出土文物集粹』
臨淄国家村 2003M3 戦国中期 AbcⅣ 1 15 15.6× ?
臨淄中軒電廠 2001M1 戦国晚期 AbcⅣ 1 12.8 15.6×？
臨淄商王 1992M1:93-2 戦国晚期～
秦
AbcⅣ 1 6.2 5.4× 6.8 底 4× 5.2,腹 6.4
× 7.7
『臨淄商王墓地』
臨淄商王 1992M1:113 AbdⅣ 1 8.7 7.7× 9.5 4.8× 5.9
臨淄趙家徐姚 2001M1:2 戦国晚期 AbcⅣ 1 12.8 15.6× 20 『考古』2005年 1期
山西省
聞喜上郭 1974M373:12 春秋初期 BbaⅠ 1 3.2 5.4 『三晋考古（一）』
聞喜上郭 1974M48:12 春秋初期 AaaaⅡ 1 5.5 6 4.1
聞喜上郭 1974M57:18 春秋初期 AaaaⅡ 1 7.1 7.8 5.1
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聞喜上郭 1975M1:31 春秋初期 AaaaⅡ 1 4.1 6.4
聞喜上郭 1976M4:2 春秋早期 AbbⅡ 1 8.1 腹 11× 13.7
聞喜上郭 1976M6:4 春秋早期 AbaⅢ 1 7.2 腹 10.4× 14.4
聞喜上郭 1989M3:1 春秋早期 AbaⅢ 1 6.7 腹 10× 13.5
聞喜上郭 1989M4:3 春秋早期 AbbⅢ 1 7.1 腹 11.6× 14.6
新絳宋村 1982採 春秋早期 AbbⅢ 1 3.5 5.5× 7.7 3.3 『晋都新田』
侯馬上馬 1961M11 春秋中期 1 7 腹 11.5× 15.5 『考古』1963年 5期
侯馬上馬 1961M13:30 春秋中期 AbbⅣ 1 6.5 13× 16.7
侯馬上馬 1961M13:31 春秋中期 AbbⅣ 1
侯馬上馬 1973M1013:5 春秋中期 AaaaⅤ 1 5.1 10.2× 15 『上馬墓地』
侯馬上馬 1973M1015:12 春秋中期 AbbⅣ 1 7.1 11.1× 15.1
侯馬上馬 1978M1006:3 春秋中期 AbbⅣ 1 7.8 11.8× 16.9
侯馬上馬 1978M1010:11 春秋中期 AbbⅣ 1 7.4 10.4× 14.6
侯馬上馬 1978M1027:9 春秋中期 AbbⅣ 1 11.2 7.7× 9.2
侯馬上馬 1978M1027:10 春秋中期 AbcⅠ 1 6.1 14.2× 16.4
侯馬上馬 1978M2148:3 春秋中期 AbbⅣ 1 6.2 9.7× 16
侯馬上馬 1981M4094 春秋中期 1
臨猗程村 1987M0003:16 春秋中期 AbbⅢ 1 7.3 10.8× 14.5 6.8× 9.5 『臨猗程村墓地』
臨猗程村 1987M0020:6 春秋中期 AbbⅣ 1 6.6 11.8× 14 6.2× 8.5
臨猗程村 1987M1059:11 春秋中期 AbbⅣ 1
臨猗程村 1987M1064:7 春秋中期 AbbⅢ 1 5.9 11.3× 13.5 5× 8
臨猗程村 1987M1072:70 春秋中期 AbbⅣ 1 8.7
聞喜上郭 1976M17:5 春秋中期 AbbⅢ 1 腹 13.2× 16.7 『三晋考古（一）』
聞喜上郭 1989M5:10 春秋中期 AbbⅣ 1 7 腹 14× 18.4
長治分水嶺 1966M232 春秋晚期 1 『長治分水嶺東周墓地』
長治分水嶺 1972M269:62 春秋晚期 AbbⅢ 1 7.5 10× 15.5
長治分水嶺 1972M270:17 春秋晚期 AbcⅡ 1 7 15× 21
長子羊圈溝 1973M1:6 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.6 『考古学報』1984年 4期
長子羊圈溝 1973M2:6 春秋晚期 BbaⅣ 1 7 10.6× ?
侯馬東高 1994採 :61 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.4 11.6× 13.4 『晋都新田』
侯馬牛村南 1960M27:7 春秋晚期 BbaⅣ 1 残 5.4 11
侯馬牛村南 1960M6:4 春秋晚期 AbcⅡ 1 6 11.2× 13.4
侯馬牛村南 1961M342:4 春秋晚期 AbbⅤ 1 8.7 10.3× 12.2
侯馬上馬 1959M 春秋晚期 BbaⅣ 1 10 16× 18 『考古』1959年 7期
侯馬上馬 1963M15:15 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.5 11.2× 13.4 『上馬墓地』
侯馬上馬 1963M15:19 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.2 12× 14
侯馬上馬 1973M1002:5 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.8 11.4× 12.7
侯馬上馬 1973M1004:14 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.5 14.7× 17.8
侯馬上馬 1973M1004:25 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.5 14.7× 17.8
侯馬上馬 1973M2008:27 春秋晚期 BbaⅣ 1 9.2 13.2× 15.8
侯馬上馬 1973M4006:7 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.2 13.5× 15.9
侯馬上馬 1978M1026:7 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.4 11.3× 12.9
侯馬上馬 1981M4090:22 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.2 11× 13.1
渾源李峪 1975M3:3 春秋晚期 Bbc1？ 11 11.2× 13 『考古』1983年 8期
交口桃红坡窯瓦 1985M 春秋晚期 A1 9.2 『三晋考古（一）』
臨猗程村 1987M0001:50 春秋晚期 Abb1 6.7 14 『考古』1991年 11期
臨猗程村 1987M0001:126 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.6 12× 13.7
臨猗程村 1987M0004 春秋晚期 AbbⅣ 1 『臨猗程村墓地』
臨猗程村 1987M0021:5 春秋晚期 AbbⅤ 1 6 15.6× 16.1 5.6× 7.2
臨猗程村 1987M1001:126 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.2 10.9× 13.6 4.8× 6.6
臨猗程村 1987M1001:127 春秋晚期 BbaⅣ 1
臨猗程村 1987M1002:5 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.2 14× 15.2 8.6× 10
臨猗程村 1987M1002:6 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.2 14× 15.2 8.6× 10
臨猗程村 1987M1022:6 春秋晚期 BbaⅣ 1
臨猗程村 1987M1023:4 春秋晚期 AaacⅡ 1 4 12.2 3.2
臨猗程村 1987M1024:10 春秋晚期 AbbⅤ 1 5.5 12× 14.4 7.4× 9
臨猗程村 1987M1056:8 春秋晚期 BbaⅣ 1 8 12× 13.3 7× 7.6
臨猗程村 1987M1062:5 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.5 11.3× 13.3 6.4× 7.3
臨猗程村 1987M1082:10 春秋晚期 AbcⅡ 1 6.6 11.6× 14.8 6× 9.5
臨猗程村 1987M1118:3 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.1 12.4× 15.3 7.6× 9.5
屯留武家溝 1970M 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.7 11.7× 13.7 5.5× 7.5 『考古』1983年 3期
万栄廟前 1958M1:27 春秋晚期 AbbⅤ 2 6 10× 15.2 6× 9 『三晋考古（一）』
万荣庙前 1962M1:14 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.5 10.3× 13.4
聞喜邱家荘 1979M13:9 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.7 13× 14.2 『考古与文物』1983年 1期
新絳東柳泉 1976採 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.7 12 『晋都新田』
新絳西柳泉 1984採 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.2 12
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原平劉荘塔崗梁 1985M1:2 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.9 11.5× 13.2 『文物』1986年 11期
原平勇庄塔岗梁 1985M3:4 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.4 12.9× 15.6
運城南相 1987M1:6 春秋晚期 AbbⅤ 1 7.5 9.4 『文物季刊』1990年 1期
侯馬下平望 1975M 戦国早期 BbaⅤ 1 7.8 13.5× 16 『文物季刊』1993年 1期
潞城潞河 1983M7:105 戦国早期 BbaⅤ 1 7 16.1× ? 『文物』1986年 6期
太原金勝村 1988M251:533 戦国早期 BbaⅤ 1 8.65 15.3× 19.2 『太原晋国趙卿墓』
太原金勝村 1988M251:563 戦国早期 BbaⅤ 1
太原金胜村 1988M251:564 戦国早期 BbaⅤ 1 13.8× 16.4
太原金勝村 1988M251:601 戦国早期 BbaⅤ 1 8.7 15.3× 19
長治分水嶺 1954M11:8 戦国早期 BbaⅤ 1 4.8 10× 12.3 『長治分水嶺東周墓地』
長治分水嶺 1964M126:240 戦国早期 BbaⅤ 1 7 11× 16
長治分水嶺 1966M225:12 戦国早期 BbaⅤ 1 6.4 14.1 9.1
長治分水嶺 1966M229:8 戦国早期 BbaⅤ 1 6 10.2 5.6
長治分水嶺 1954M12:15 戦国中期 BbaⅥ 1 8.2 13.1× 15 7.6× 10
長治分水嶺 1954M12:? 戦国中期 BbaⅥ 1 7.8 12.6× 15.7 11
長治分水嶺 1959M25:41 戦国中期 BbaⅥ 1 6 13× 16 9× 13
新絳柳泉 1979M302:17 戦国中期 BbaⅥ 1 7.7 10.4× 14.2 『晋都新田』
韓城梁带村 2005M26:139 春秋初期 AaaaⅡ 1 6.5 腹 9.8 『金玉華年』
陝西省
鳳翔八旗屯 1978M 春秋早期 AaaaⅣ 1 6.7 10.4× 13.6 『考古与文物』1991年 2期
横山城関 2002採 :973 春秋早期 AbbⅢ 1 6.4 11.6× 14.4 『陕北出土青铜器（三）』
鳳翔高荘 1977M10:18 春秋晚期 AbbⅤ 1 7.8 7.2× 9.2 『考古与文物』1981年 1期
鳳翔高荘 1977M10:14 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.7 8.8× 9.6
甘粛省
礼县円頂山 1998M1:15 春秋早期 AbaⅡ 1 8.3 9.6× 13.2 『文物』2002年 2期
張掖木龍壩 1985M 春秋早期 AbaⅡ 1 6.7 8.7× 11.5 『考古与文物』1990年 1期
河北省・北京市・遼寧省
懐来甘子堡 1981M16:3 春秋早期 AbbⅢ 1 7.2 11.2 6.8 『文物春秋』1993年 2期
延慶玉皇廟 1986M156:4 春秋早期 AbbⅢ 1 5.3 11.9× 15.4 腹 13.2× 16.8 『軍都山墓地』
延慶玉皇廟 1986M171 :4 春秋早期 AabⅡ 1 7 10.5× 12.3 腹 11.9× 13.7
延慶玉皇廟 1986M174 :13 春秋早期 AbbⅢ 1 5.1 11.3× 14.9 腹 11.7× 15.5
延慶玉皇廟 1986M250 :3 春秋早期 AbbⅢ 1 6.8 11.4× 15 腹 13× 16.6
延慶玉皇廟 1986M35 :2 春秋早期 AbbⅢ 1 7.4 11× 14.4
延慶玉皇廟 1986M18 :4 春秋早期 AabⅢ 1 6.9 8.7× 11.5 10.2× 13
延慶玉皇廟 1986M2:9 春秋早期 AbbⅢ 1 9.4 12.3× 15.6
延慶玉皇廟 1986M2:10 春秋早期 Cbc1 5.6 连耳宽 14.7，长 12.2
延慶玉皇廟 1986M2:11 春秋早期 Cbc1 5.1 连耳宽 13.4，长 11.8
懐来甘子堡 1981M1:7 春秋中期 AbbⅣ 1 8.8 9.2 『文物春秋』1993年 2期
懐来甘子堡 1981M2:5 春秋中期 AbbⅣ 1 10.4 12.8
北京収集 春秋晚期 CbaⅢ 1 8 13.4× 17.6 『文物』1987年 11期
邯鄲百家村 1957M57:26 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.2 9.8× 12.1 『考古』1962年 12期
霊寿西岔頭 1984M:13 春秋晚期 BbaⅣ 1 8.4 7.2× 9.6 『文物』1986年 6期
満場採石廠 1971M 春秋晚期 Cbda1 16 9.3 『河北省出土文物選集』
曲陽大趙邱 1998M 春秋晚期 Bbc1 12.5 13 『文物』2000年 11期
容城南陽 1981採 春秋晚期 Bbc1 『考古』1993年 3期
三河大唐迴 1978M1 春秋晚期 Bbc1 14 10.9× 13 『考古』1987年 4期
三河双村 1978M1 春秋晚期 Bbc1
涉県李家巷 1997M01:5 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.3 11.2× 14 『文物』2005年 6期
新楽中同村 1980M2:8 春秋晚期 AbbⅤ 1 7 8× 10.5 『文物』1985年 6期
行唐廟上 1966M1 春秋晚期 AbbⅣ 1 7.3 13.5× 18 『河北省考古文集』
唐県北城子 1970M2 春秋晚期 Bbc1 14 12.5 『文物春秋』1991年 1期
唐県釣魚台 1966M 春秋晚期 AbbⅢ 1 6 8.3× 11 『中原文物』2007年 6期
易県燕下都 1964M31:2 春秋晚期 CbdbⅠ 1 14.35 11.4× 13.2 『考古』1965年 11期
易県燕下都高陌 1975征 :07 春秋晚期 Bbc1 13.2 9.8× 11.4 『燕下都』
陽原九溝 1966M 春秋晚期 Bbc1 14.2 12 『河北省出土文物選集』
陽原九溝 1966M 春秋晚期 CbdbⅠ 1 16.2 12.2
涿鹿倒拉嘴 1996M 春秋晚期 AbdⅡ 1 8.4 10× 11.2 『文物春秋』1999年 6期
順義龍湾屯 1982M 春秋晚期 Bbc1 13.5 10.4 『考古』1985年 8期
唐山賈各荘 1952M18:3 春秋晚期 Bbc1 14.3 10.7× 12.6 『考古学報』1953年 6期
唐山賈各荘 1952M28:41 春秋晚期 CbdbⅠ 1 15.5 11.5× 13.2
喀左南洞溝 1966M 春秋晚期 Bbc1 11 9.8× 12.9 『考古』1977年 6期
平山穆家荘 1977M8102:6 戦国早期 AbbⅤ 1 6.4 『考古学集刊（5）』
三河双村 1975M03 戦国早期 CbdbⅡ 1 15.5 『考古』1987年 4期
通州中趙甫 1981M:5 戦国早期 CbdbⅡ 1 15 14.5 『考古』1985年 8期
遷西大黑汀 1989M1:3 戦国早期 AbdⅡ 1 12.3 15.5× ? 『文物』1996年 3期
河南省
春秋戦国時代青銅 考60
登封告成袁窯 1995M2:180 春秋早期 AaabⅡ 1 7 9 『文物』2009年 9期
羅山高店 1979M 春秋早期 AbbⅡ 1 12.5 10.5× 15 『中原文物』1981年 4期
洛陽西工区 2005M8750:2 春秋早期 AbbⅢ 1 6.8 11.5× 15 『洛陽体育場路西東周墓発掘報告』
洛陽西工区 2005M8832:26 春秋早期 AabⅢ 1 9.8 14.2× 16.6
洛陽西工区 2005M8834:4 春秋早期 AbbⅢ 1 5.2 12.4× 13.9
洛陽西工区 2005M8836:41 春秋早期 AbbⅢ 1 9 14.5× ?
洛陽中州路 1954M2415:5 春秋早期 AabⅡ 1 7.3 『洛陽中州路（西工段）』
新鄭唐戸 1976M1:4大 春秋早期 AbbⅢ 1 7 16.5 『文物资料丛刊（2）』
新鄭唐戸 1976M1:4小 春秋早期 AbbⅢ 1 6.5 14.5
新鄭興弘花園 2003M100:2 春秋早期 AbbⅢ 1 7.4 10.8× 16 『郑韩故城兴弘花园与热电廠墓地』
新鄭興弘花園 2003M121:3 春秋早期 AbbⅢ 1 7.3 10.8× 14.3
新鄭興弘花園 2003M42:2 春秋早期 AbbⅢ 1 7.3 10.8× 13.9
信陽平橋西 1981M3:11 春秋早期 AabⅡ 1 8 10× 12 『中原文物』1981年 4期
輝県琉璃閣 1937M14 春秋中期 1 『山彪镇与琉璃閣』
輝県琉璃閣 1937M80 春秋中期 2
輝県琉璃閣 1951M130:5 春秋中期 AbbⅣ 1 6.3 9.6× 15 『輝県発掘報告』
洛陽王城広場 2002M8:4 春秋中期 AbbⅣ 1 4.5 10.3× 13.3 『洛陽王城広場東周墓』
洛陽西工区 1981C1M4:4 春秋中期 AbcⅠ 1 5 15 『中原文物』1983年 4期
洛陽西工区 1991C1M3427:14 春秋中期 AbbⅢ 1 7.5 11× 14 『文物』2010年 8期
洛陽西工区 1998C1M6112:7 春秋中期 AbbⅣ 1 10 14× 18 『文物』1999年 8期
洛陽西工区 2001C1M7258:9 春秋中期 AbbⅣ 1 5.8 12× 15.6 『考古与文物』2003年 2期
洛陽西工区 2001JM32:1 春秋中期 AbbⅢ 1 5.9 10.8× 15.2 『文物』2002年 11期
洛陽西工区 2005M8759:8 春秋中期 CbbⅠ 1 7.6 10.7× 15 『洛陽体育場路西東周墓発掘報告』
洛陽西工区 2005M8814:3 春秋中期 Abb1
洛陽西工区 2005M8815:3 春秋中期 AbbⅢ 1 7.8 12.7× 14.4
洛陽西工区 2005M8820:3 春秋中期 AbbⅢ 1 7 12.3× 15.6
洛陽西工区 2005M8821:4 春秋中期 AbbⅢ 1 10 14.3× 18.2
洛陽西工区 2005M8830:6 春秋中期 Cbc1 6 13.2× 18
洛陽西工区 2005M8833:23 春秋中期 AbbⅢ 1 6.1 12.4× 16.5
洛陽西工区 2005M8835:4 春秋中期 AbbⅢ 1 6.4 13.5× 16
洛陽中州路 1954M1 春秋中期 AbbⅣ 1 『洛陽中州路（西工段）』
洛陽中州路 1954M6:19 春秋中期 AbbⅣ 1 5.1 腹 10.9× 14
陝県后川 1957M2056:7 春秋中期 AbbⅣ 1 9.5 13.9× 19.5 『陝県東周秦漢墓』
陝県后川 1957M2061:1 春秋中期 AbbⅣ 1 12.9× 16.4
尉氏河東周村 1971M 春秋中期 AbbⅣ 2
CbbaⅡ 1
『中原文物』1982年 4期
淅川下寺 1978M2:54 春秋中期 AbbⅣ 1 12 11.8× 18.4 『淅川下寺春秋楚墓』
淅川下寺 1978M3:28 春秋中期 AaacⅠ 1 11.5 16.5
新鄭李家楼 1923M:p128左 春秋中期 AbbⅣ 1 7.5 12.7× 16.7 『新鄭鄭公大墓青铜器』
新鄭李家楼 1923M:p128中 春秋中期 AbbⅣ 1 6.7 11.3× 14.5
新鄭李家楼 1923M:p128右 春秋中期 AbbⅣ 1 6.5 11.8× 15.5
新鄭李家楼 1923M:p126 春秋中期 CbbaⅡ 1 13.5 15.8× 22.7
新鄭李家楼 1923M:p127 春秋中期 CbbaⅡ 1 14 16.4× 20.7
新鄭熱電廠 2003M40 春秋中期 1 『鄭韓故城興弘花園与熱電廠墓地』
新鄭興弘花園 2003M35:5 春秋中期 AbbⅢ 1 5.9 12.4× 17.1
滎陽官荘 2010M24:2 春秋中期 AbaⅡ 1 7 9.2× 12.2 『華夏考古』2012年 1期
滎陽官荘 2010M6:2 春秋中期 AbbⅣ 1 6.8 12.1× 15.2
潢川隆古高稲場 1966M1 春秋晚期 AbbⅤ 1 6 13.5× 16 『文物』1980年 1期
潢川隆古高稲場 1966M2 春秋晚期 AbcⅡ 2 6 18.9
輝県琉璃閣 1936M甲 :18 春秋晚期 AbbⅤ 1 11.5 ？× 20 『輝県琉璃閣甲乙二墓』
輝県琉璃閣 1936M乙 :13 春秋晚期 AbbⅤ 1 8.5 12.3× 16.5
輝県琉璃閣 1936M乙 :13-1 春秋晚期 AbbⅤ 1 12.4 12× 16.5
輝県琉璃閣 1937M17 春秋晚期 1 『山彪镇与琉璃閣』
輝県琉璃閣 1937M44 春秋晚期 1
輝県琉璃閣 1937M55 春秋晚期 1
輝県琉璃閣 1937M60 春秋晚期 1
洛陽凯旋路南 1997LM470:12 春秋晚期 BaⅣ 1 6.1 ?× 11.9 『考古学報』2000年 3期
洛陽琉璃廠 1966M439:5 春秋晚期 CbbbⅡ 1 『文物』1981年 7期
洛陽王城广场 2002M37:36 春秋晚期 BbaⅣ 1 6.2 10.8× 12.5 『洛陽王城広場東周墓』
洛陽西工区 1975M60:10 春秋晚期 AbbⅤ 1 5.6 9.5× 14.3 『考古』1981年 1期
洛陽西工区 1975M60:14 春秋晚期 AbbⅤ 1 5.6 9.5× 14.3
洛陽西工区 1981C1M124:5 春秋晚期 Cbc1 7 11× 13 『中原文物』1983年 4期
洛陽西工区 1983LBM4:10 春秋晚期 Ab1 5.2 10.3× 13.8 『考古』1985年 6期
洛陽西工区 1991C1M3498:4 春秋晚期 BbaⅣ 1 7.1 12× 12.8 『文物』2010年 8期
洛陽西工区 1992C1M3529:12 春秋晚期 AbbⅢ 1 7 12.5× 15.4 『中国国家博物場館館刊』2011年 8期
洛陽西工区 2001C1M7039:11 春秋晚期 AbbⅤ 1 6.3 11× 15.8 『考古与文物』2003年 2期
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洛陽西工区 2001C1M7226:24 春秋晚期 BbaⅣ 1 6 11.3× 13.8
洛陽西工区 2001C1M7256:5 春秋晚期 AbbⅣ 1 7.7 12× 16
洛陽西工区 2001C1M7257 春秋晚期 1
洛陽西工区 2005M8762:9 春秋晚期 AbbⅤ 1 7.4 11.5× 13.5 『洛陽体育場路西東周墓発掘報告』
洛陽西工区 2005M8829:10 春秋晚期 AbbⅣ 1 5.9 11.1× 14
洛陽伊川劉溝 2000M74:15 春秋晚期 AbcⅡ 1 7.7 12.2 『文物』2001年 6期
洛陽中州路 1954M115 春秋晚期 BbaⅣ 1 『洛陽中州路（西工段）』
洛陽中州路 1954M2729:23 春秋晚期 BbaⅣ 1 5.7 11.4× 12.3
洛陽中州路 1954M4 春秋晚期 1
洛陽中州路北 1998LM535:4 春秋晚期 AbbⅣ 1 6 12.6× 16.6 『考古』2002年 1期
淇県趙溝 1981M1 春秋晚期 AbdⅠ 1 6.7 10× 14 『中原文物』1984年 2期
新鄭李家村 1979M1:4 春秋晚期 CbbⅡ 1 8 12× 16 『考古』1983年 8期
新鄭鉄嶺 2009M429:3 春秋晚期 AbbⅣ 1 7.4 12.9× 16.8 『中原文物』2010年 1期
新鄭鉄嶺 2011M1404:16 春秋晚期 CbbⅡ 1 7.6 12× 16.4 『中原文物』2012年 2期
新鄭鉄嶺 2011M1405:3 春秋晚期 CbbaⅡ 1 12.3 12.6× 17
新鄭新禹公路 1987M1:3 春秋晚期 CbbⅡ 1 7.2 12× 15.6 『考古』1994年 5期
鄭州加気混凝土廠 1998M14:1 春秋晚期 AbcⅡ /Cbc1 残 9.6 『華夏考古』2001年 4期
固始侯古堆 1978M1:6 春秋晚期 1 『固始侯古堆一号墓』
洛陽中州路 1954M2717:196 戦国早期 BbaⅤ 1 『洛陽中州路（西工段）』
陝県后川 1957M2041 戦国早期 BbaⅤ 1 『陝県東周秦漢墓』
陝県后川 1957M2124:43 戦国早期 BbaⅤ 1
陝県后川 1957M2125 戦国早期 1
陝県后川 1957M2149 戦国早期 1
新鄭鉄嶺 2009M458:3 戦国早期 CbbaⅢ 1 13.3 14.5× 20 『文物研究（17）』
新鄭鉄嶺 2009M550:3 戦国早期 CbbaⅢ 1 9.9 13.4× 18.2 『中原文物』2010年 5期
新鄭新禹公路 1988M13:5 戦国早期 CbbⅢ 1 7.2 10.7× 14.7 『考古』1994年 5期
新鄭新禹公路 1988M2:5 戦国早期 CbbⅢ 1 7.8 12.3× 16.2
新鄭鄭韓路 2004M6:3 戦国早期 CbbaⅢ 1 11.2 13.6× 18.6 『文物』2005年 8期
輝県琉璃閣 1937M59 戦国中期 1 『山彪�与琉璃閣』
輝県琉璃閣 1937M76 戦国中期 1
輝県趙固 1951M1:25 戦国中期 1 4.1 15.2× 17.3 『輝県�掘�告』
洛陽西工区 1982C1M395:142 戦国中期 AbdⅠ 2 6.5 8.2× 11.2 『考古学報』2002年 3期
洛陽西郊 1973M4:66 戦国中期 AbdⅢ 1 8.1 8.7× 14 『文物資料叢刊（9）』
陝県后川 1957M2040:460 戦国中期 BbaⅥ 2 6 10.2× 12.4 『陝県東周秦漢墓』
陝県后川 1957M2042 戦国中期 BbaⅥ 1
陝県后川 1957M2048:9 戦国中期 BbaⅥ 1 6.7
安徽省
鳳陽喬澗子 2013M2:4 春秋早期 AaaaⅣ 1 8.1 11.8× 15.6 『江漢考古』2015年 2期
鳳陽喬澗子 2013M2:2 春秋早期 AaaaⅣ 1 8.8 9.7× 14.2
湖北省
棗陽郭家廟 2002M17:11 春秋初期 AaabⅠ 1 7.4 8.6 『棗陽郭家廟曾国墓地』
谷城新店 1977M 春秋早期 CaⅠ 1 8.5 16.5× 20.7 『江漢考古』1986年 3期
漢川西正街尾 1974M 春秋早期 AⅢ 1 10 9× 12.5
腹 10× 14.2
『文物』1974年 6期
麻城李家湾 1993M44:1 春秋早期 AbbⅢ 1 7.4 11× 14.4 『考古』2000年 5期
武漢文物商店徴蔡太史 春秋早期 AbbⅠ 1 9 8.5× 12.5 『江漢考古』1983年 2期
当陽金家山 1984M247:2 春秋中期 AbcⅠ 1 5.5 13.6× 15.4 『文物』1989年 11期
当陽金家山 1984M248:3 春秋中期 AbbⅣ 1 6.6 10.2× 14.5
当陽金家山 1984M249:5 春秋中期 AbcⅠ 1 5.5 12.5
当陽趙家塝 1978M8:18 春秋中期 AbcⅠ 1 6.2 13× 15.8 『当陽趙家湖楚墓』
当陽鄭家窪 1978M23 春秋中期 AbcⅠ 1
当陽曹家崗 1978M3:1 春秋中期 AbbⅣ 1 6.8 12.6× 15.6
当陽金家山 1975M9:6 春秋中期 AbcⅠ 1 7 13× 15.3
襄陽山湾 1972采 :12 春秋中期 AbbⅣ 1 腹高 5.1 9.7× 11.7 『江漢考古』1988年 1期
襄陽余崗 2004M237:4 春秋中期 AbcⅠ 1 7.5 14.1 『余崗楚墓』
襄陽余崗 2004M241:5 春秋中期 1
襄陽余崗 2004M279:7 春秋中期 AbcⅠ 1 6.4 14.6
襄陽山湾 1972采 :11 春秋晚期 AbcⅡ 1 6 14 『江漢考古』1988年 1期
襄陽山湾 1972采 :29 春秋晚期 AbcⅡ 1 7.5 14.2
襄陽山湾採襄樊博物館藏 春秋晚期 AbcⅡ 1 7 14× 14.6 『江漢考古』1988年 3期
襄陽余崗 2004M236:5 春秋晚期 1 『余崗楚墓』
当陽曹家崗 1981M5 戦国早期 AbbⅢ 1 7 10.5× 12.5 『江漢考古』1986年 2期
荊州熊家冢 2006PM16:19 戦国早期 AaacⅢ 1 4.7 13 『文物』2009年 4期
江陵九店 1981M47 戦国中期 1 『江陵九店東周墓』
雲夢睡虎地 1975M9:25 戦国晚期 AbcⅠ 1 6.7 14.6 『雲夢睡虎地秦墓』
湖南省
春秋戦国時代青銅 考62
湘潭楓樹 1975M:4 春秋早期 AbaⅡ 1 残高 5 腹 11.5× 14 『考古』1978年 5期
江蘇省
六合程桥 1988M3:7 春秋晚期 AbbⅤ 1 8 『東南文化』1991年 1期
蘇州新蘇絲織廠 1977JC 春秋晚期 AbdⅠ 1 7.9 12.5 『文物』1980年 8期
浙江省












4） 本稿では筆者の一人の路国権が提唱する春秋初期（前 770―680年），春秋早期（前 680―600年），春秋中期（前




5） a. 林巳奈夫『春秋戦国時代青銅器の研究　殷周青銅器総覧三』吉川弘文館，1989年。b. 馬承源主編『中国青銅器（修
訂本）』上海古籍出版社，2003年。c. 朱鳳瀚『中国青銅器綜論』上海古籍出版社，2009年。d. 斉耐心『東周青銅
卮的整理与研究』陝西師範大学碩士論文，2011年。e. 呉偉華「山東出土東周銅 及相関問題研究」『考古』2012






































































72） a. 衛今・晋文「“侯馬盟書”和春秋后期晋国的階級闘争」『文物』1975年第 5期。b張頷等『侯馬盟書（増訂本）』
山西古籍出版社，2006年。
73） 謝堯亭「侯馬盟書的年代及相関問題」『山西省考古学会論文集（三）』山西古籍出版社，2000年。


























97） 路国権「論太原金勝村 1988M251銅器群的年代及相関問題」『考古与文物』2016年第 1期。













109） 注 3掲，路国権書参照。なお付表 2にある泰安王士店 1963採 : 2（林宏「泰安市夏張王士店出土一批青銅器」『考
古与文物』2008年第 5期）について，同簡報が紹介する 3点の青銅 については登録番号が与えられておらず，
便宜上簡報の青銅 Ⅱ式を青銅 2号と称することにした。
110） このうちの図 3について，春秋早期の蔡国は現在の河南省上蔡にあった。図 3中の蔡太史 は河南上蔡に位置し
ている。また，紙幅の関係で，図 4では甘粛張掖出土の Aba型について表示されていない。同じく図 6中には
遼寧喀左出土の Bbc型が表示されていない。
111） この地図は，国家文物局主編『中国文物地図集 山東分冊（上）(下）』中国地図出版社，2007年を情報源とする
遺跡の位置データと属性データをもちいて GIS基盤を構築し，それにもとづいて作成したものである。
